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The purpose of this study is to research the characteristics of Chinese language education in 
Indonesian universities and the students’ attitudes. With the introduction of the Indonesian 
policy of openness to Chinese culture in 2000, Chinese language and literature programs have 
been offered. Currently, more than 26 national and private universities offer these programs, 
with approximately 3,000 students enrolled. These programs offer an understanding of Chinese 
literature, Chinese language learning, and the acquisition of teaching methods, rather than 
identity development. Learning is focused on the acquisition of skills to increase the probability 
of getting hired. No prejudice against Chinese culture was observed, indicating a positive 








華僑・華人の人口は、19 世紀半ばから 1950 年代までに世界中に 4543 万人、東南アジアに 3349 万
人、1980 年代以降の東南アジアへの新規移民数はおよそ 250 万人と言われている（宮原, 2013）。現在
インドネシアの華人人口は推計 283 万人（人口比 1.2％, 2010）1であり、マレーシアの約 669 万人（人




究では、マレーシアとシンガポールにおける華人系大学の教育の歴史と制度分析（竹熊, 1998 ; 杉本, 
1999; 杉村, 2000, 2015; 田村, 2012）が行われているが、インドネシアの華人系大学については、華人
研究の中での事例として（倉沢, 2017）、華語教育の歴史の一部として（北村, 2014）研究されるにとど
*広島大学准教授  **大学教育センター准教授 








マレーシアは 1957 年独立後、「1961 年教育法」により華語小学校は存続したものの中学校は教授言
語をマレー語か英語にするか、政府の補助を受けない私立の華文独立中学になるかを選択させられ、
華語中学校は激減した（杉本: p. 25）。70 年代以降はブミプトラ政策によってマレー語が唯一の教授言
語とされ、華人の大学進学者は少なく抑えられるようになった（王・洪, 2011: p. 193）。また、シンガ
ポールの華人大学である南洋大学によるマレーシア学生の受け入れ拒否も重なり、華人は進学難の状
況に置かれた（郭, 2011: p. 30）。そこで華人らは自らの大学設置を決意し、マレーシア華校教師会総会
が準備を行った。しかし 1969 年の人種対立暴動事件により中断、その後も設立申請は拒否された。さ
らに「マハティール報告書」（1979 年）により教育のマレー語化政策（「3 M 制度」による華文小学校
での華語の使用制限 4、最終統一試験言語のマレー語化、大学１年生の教授言語のマレー語化）がます
ます進み、華人は子弟を華文小学校と 6 年制の独立中学（董教総全国発展華文独中工作委員会が 1973
年に設立）に通わせることを望んだ（同: pp. 31-33）。こうして華文学校生徒数は 2 万 8 千人（1973 年）




国際学院（1999 年）である。杉村（2015）は、この 3 大学の設立の意味を次のようにまとめている。
3 大学は、華語を教授用語とする華文教育の継続発展であり、長い政治的交渉の成果として華人コミ
ュニティに大きな意味を持つ（杉村, 前掲書: pp. 88-89）。ただし、国家の高等教育制度が目指す多文化
尊重、国民統合、人材育成と同じ教育的機能を持つ。さらに、経済的志向により、新紀元学院では 29

















校の生徒数も大幅に減少していた（郭, 前掲書: p. 34）。1987 年には、政府は全学校において英語を第
















シア華僑公立高級商業学校（顧, 1992: p. 426）、1952 年にジャカルタ中華僑団総会によって華人学校の
教師養成を目的とする師資講習班（2 年後に専門師範学校）が設立された（梁, 2013: pp. 11-12）。1954
年にジャカルタ連合中学校（後に巴城中学）が創設されたことで、華人学校数と児童生徒数はさらに
増加し、中国語教師の養成の必要性が高まっていたと考えられる。1957 年の政府統計によると 1669
校、児童・生徒数は約 45 万人に上っている（梁, 前掲書: p. 12）。 
しかし政府はその頃から国家統合を進めるために華僑・華人でインドネシア国籍を取得した者には
同化を強く勧めるようになり、彼らの華人学校への就学を認めないようになった（梁, 前掲書: pp. 11-
12）。さらに 1957 年には中国国民党寄りの華人学校を閉鎖し、1958 年には台湾当局がインドネシアの

















華語も使用禁止となった」（青木, 2006: p. 402）。そのため、中等教育段階の教員養成、通訳・翻訳の人
材養成を目的として、スラバヤ華光劇社とスラバヤ華僑社団連合会文教部が共同で1962年に設立して
いたスラバヤ華僑師範専科学校も閉校となった（呉, 2000: p. 65）。学校閉校直前1966年時点でのインド
ネシアにおける華人学校は629校、児童生徒数は27万2782人、教員6478人であった（Coppel, 1994: p. 135）。 
80 年代に入ってからの高等教育は、爆発的な量的拡大を経験した時期であり、高等教育就学率と学
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生数は、1979 年は 2.328％（75 万 4497 人）から 1989 年には 7.93％（156 万 8450 人）と 10 年間で飛
躍的に増えた 9。この時期に設立された華人系大学はビナ・ヌサンタラ大学である（1981 年）。続いて
90 年代に入ると、中国との国交正常化により、中国との関係回復が徐々に進み始めた。その頃、チプ
トラ大学（1990 年）、プリタハラパン大学（1993 年）、ブディダルマ大学（1995 年）が華人によって




そして大きな転換期が 1998 年スハルト体制崩壊によって訪れた。2000 年以降は華人文化の開放政
策が始まり、2010 年以降は中国経済の好調により華語教育熱も高まり、華語学習が初中等教育機
関、高等教育機関でも実施され、華語・漢語の学習者は非華人にも広まった。この時期、ブンダ・ム
リア大学（2003 年）をはじめ他 5 大学が華人によって設立された。しかしこれらの多くの華人系大
学は突如設立されたわけでなく、創設初期はコンピューターなどの専門学校であったものが、徐々に
規模を拡大し大学となったようである。 
現在はインドネシアには 581 の大学が存在し 10、その中で華人系大学は 14 校程度ではないかと推
測する（表 1）。華人系大学であるとの判断は、先行研究（倉沢, 2017）、華人系新聞 11、中国語・中
国文学学科の大学教員からの情報 12、各大学 HP による確認による。 
 
表 1 インドネシアにおける華人系大学と中国文学・中国語学科の概要 
 
（出典）大学ランキングは、Ranking Web of University（https://www.webometrics.info/en/asia/indonesia%20、最終閲覧日
2020 年 12 月 14 日）、大学の概要は Pangkalan Data Pendidikan Tinggi（https://pddikti.kemdikbud.go.id/data、最終閲覧日
2020 年 12 月 14 日）、大学の設立者および宗教背景については各大学の HP より中矢作成。 
 
これらの大学はすべてジャワ島内に所在しており、学生数の規模は様々であるが、評価およびラン
キングは概ね上位である。宗教的背景のある大学はキリスト教系が 4 校、仏教系が 1 校である。その
うち中国文学・中国語学科を有する大学は 4 校、ディプロマ 3 年課程を有する大学は 1 校、非学位課
程を有する大学は 1 校である。それらの大学の中国文学・中国語学科の設立年は、華人文化の解放が



















タルマナガラ 89 ジャカルタ 1959 Drs. Kwee Hwat Djien 13,176
ビナ・ヌサンタラ 23 ジャカルタ 1981
Theresia Widia Soerjaningsih，Joseph
Wibowo Hadipoespito
42,306 中国文学 2003 A 305
ブンダ・ムリア 340 ジャカルタ 2003 Djoko Susanto 3,500 中国語 2008 A 324
プンバングナン・ジャヤ 322 ジャカルタ 2011 Ir. Ciputra (Jaya Gruoup) 504
プレジデント 199 西ジャワ 2004 Setyono Djuandi Darmono， Donald Watt 3,892
プリタ・ハラパン 185 バンテン 1993 James Riady，Johannes Oentoro 8,025 キリスト教
ブディ・ダルマ 809 バンテン 1995 Boen Tek Bio Religious community 3,443 仏教
スルヤ 351 バンテン 2013 Yohanes Surya 1,134
アトマ・ジャヤ 36 ジョグジャカルタ 1960 Yayasan Atma Jaya (Ir. J.P. Cho and Co) 13,571 キリスト教 中国語・非学位 2000 ― 2
クリスティアン・マラナタ 183 西ジャワ 1965 Dr. J.E.Siregar 8261 キリスト教 中国語D３ 2001 B 26
クリスティアン・ペトラ 44 東ジャワ 1961
drg. Tan Tjiaw Yong, Gouw Loe Liong, drg.
Tan Gie Djien, Tjoa Siok Tjoen, Lie Ping
Lioe and Kwee Djien Kian
8,486 キリスト教 〇 2001 B 80
チプトラ 278 東ジャワ 1990 Ir. Ciputra (Tjie Tjien Hoan) 3,818
マーチュン 312 東ジャワ 2007 Adi Tjitro and co 1,558 中国語教育 2015 C 57










このように、インドネシアでは 1966 年からの華人文化開放までの 30 年以上の間、華語や華人文化
が封鎖され、「華人文化に関する集合的記憶を持たない『ロストジェネレーション』が生み出された」








での 5 つの高校学校における 843 人の漢語学習者（65.9％が華人）への調査を通して、その特徴を明
らかにしている。彼らの学習動機は、「将来役に立つ」「国際言語だから」が高く、現実主義的である











ドネシア大学の中国語教師教会（Associate Guru Bahasa Mandarin）と華人が中心となっている中国語教
育調整会（Badan Koodinasi Pendidikan Bahasa Mandarin）が担っている（北村，2014: p. 80）。 
 
（2）大学における中国語教育学科と学習者数 
大学レベルでは、中国文学・中国語学科を持つ大学が Asosiasi Program Studi Mandarin Indonesia
















設年、学科在籍者数を表 2 にまとめた。 
 
表 2 中国文学・中国語学科等を有する国立/私立大学 ＊表１の華人系大学を除く 
 
（出典）大学ランキングは、Ranking Web of University https://www.webometrics.info/en/asia/indonesia%20）、大学の概要
は Pangkalan Data Pendidikan Tinggi（高等教育データサーチエンジン）（PDDikti（https://pddikti.kemdikbud.go.id/data、最





系大学も含めると私立大学で 14 校と国立大学 11 校より若干多く、学生数も若干多い（私立 1837 人、
国立 1647 人）。所在地はジャワ島以外では 7 校であり、多くがジャワ島内（18 校）であることが分か
る。学科の評価は国立大学の方が評価は高い傾向が見られる。学科開設年をみると、インドネシア大
学以外の大学では華人文化開放政策後の 2003 年が最も早く、開設されたものの正式に認定されるの
















ガジャマダ大学 1 西ジャワ ディプロマ３ C 2003 16
インドネシア大学 2 ジャカルタ 中国文学 A 1996 204
スブラスマレット大学 5 中部ジャワ ディプロマ３ B 2004 158
ヴラウィジャヤ大学 6 東ジャワ 中国文学 A 2014 255





マラン国立大学 23 東ジャワ 中国語 B 2012 223
スマラン国立大学 26 中部ジャワ 中国語 B 2012 132
スラバヤ国立大学 40 東ジャワ 中国文学 B 2011 306
マッカサル国立大学 41 南スラウェシ 中国語教育学 ― 2015 100
ジャカルタ国立大学 57 ジャカルタ 中国語 B 2013 134





タンジュンプラ国立大学 113 西カリマンタン 中国語 B 2009 174
インドネシア・クリスティアン大学 363 ジャカルタ 中国語教育 B 2004 12
ユニバーサル大学 799 リアウ 中国語教育 C 2014 212
アジア国際友好メダン外国語学院 ― 北スマトラ 中国語 ― 2004 ―
インドネシア・アル・アズハル大学 ― ジャカルタ 中国語と中国 B 2004 113
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教教育、サービス・ラーニング）が設定されている。それは人格形成科目（Mata Kuliaha Pengenbangan 
Kepribadian:MPK）と呼ばれるものである。各大学は、これに加えて学問・職業科目（Mata Kuliah Keilmuan 
dan Keterampilan:MKK）、職業専門能力科目（Mata kuliah Keahilian Berkarya）、社会規範科目（Mata Kuliah 
Berkehidupan Bersama: MBB）のカテゴリーでカリキュラムを構成している。これらの科目群名は、専
門分野に合わせて違う表現で示されることがあり、教員養成を目的とする学科では、一般科目（Mata 
Kuliah Umum）、教育学基礎科目（Mata Kuliah Dasar Kependidikan）、専門近隣分野科目（Mata Kuliah 






1. 一般科目（21 単位）：総合 A（6)、総合 B（6）、芸術・体育（1）、宗教（2）、インドネシアの 
人々と社会（3）、インドネシア文化（3） 



















































員の使用感から適切な教科書を選定するという研究（Afdilla, D. L., Irwati, R.P., Anggraeni, 2018）、様々
な教授方法の効果に関する検討（Mintowati, M., 2017）などは、実践者に役立つ研究である。高校段階






































  （なぜインドネシア大学ではなくてここを？） 
いやいやとんでもなく高いからそれは無理！ここは授業料も入りやすい金額だから。 
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①中国語に関心があったこと、就職に有利であること、中国語ができると給料が良いことが理由。 
②この大学は有名だから。インドネシア大学でも中国語を教えているが。この大学の方がよい。 








勧められた。また、奨学金を取れたことも大きな要因。通常は 700 万ルピア（約 6 万円）の学
費であるが、私の場合は面接での話がよかったため、40％の奨学金を得ることができた。その











 ③卒業論文のトピックは、「教授法」。授業は平均 2 コマ。 
 ④中国語を教えられるところであれば、どこでもいい。 
F さん：4 年生。女子学生。両親ともに華人。家では中国語を話している。 
②高校生の時に UBM の主催する文化コンテストで中国語の歌で 1 位を受賞し、100％の奨学金を
得ることができて、この大学を選んだ。 
③平均 2 コマ。卒業論文は「中国文化」。 
④通訳者になりたいが、試験があるので、難しいと思う。 
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②この大学に選んだ理由は、家に近いから。もう１つ選んだ理由としては、大学の成績がよかっ
たので、入学料は半分免除してくれた。 


















君、J さん）、中国語方言とインドネシア語を混ぜて（A 君、G 君）、主に中国語方言（B 君、C 君、







勧めに言及した学生は 3 人おり（A 君、G 君、J さん）、「自分が話せないから、自分の子どもには中
国語を勉強して欲しかったんだと思う」という話もされた（J さん）。親の勧めというよりは、奨学
金で親を助けたいという学生も多く（E さん、F さん、I さん、J さん）、家庭の中国語使用状況が奨
学金の取りやすさに結び付き、将来の就職にも有利であるといった複数の条件が動機に結び付いて
いるようである。華人アイデンティティとしては E さんのように祖母が中国文化に精通しているよ












































K さんも L 君もブンダムリアの大学生のように、就職のために中国語を勉強しているわけではない
ことが分かる。K さんは華人であり、祖父母とは中国語で話し、中国語ができない両親とはインドネ
シア語で話しているため、中国語能力は十分ではなく、宗教関係のネットワークの中で中国語がうま
くなりたいという思いが強い。北村（2014: 143）によると、中国人の組織には 4 種類あり、同郷団体、
同氏族団体、宗教団体、1966 年に閉鎖される以前の華語学校同窓会があり、その中の宗教組織によっ
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